
必修 選択

１春 2

１秋 2

１秋 2

１春 2

１春 2

１春 2

１秋 2

１秋 2

データサイエンス論 １春 2

疫学・保健統計学特論 １秋 2

１春 2

１春 2

１春 2

１春 2

１秋 2

１春 2

１秋 2

１秋 2

１春 2

１春 2

１春 2

１通 3

１通 3

１秋 2

１秋 1

１秋 2

２春 2

２春 1

２秋 2

１秋 11

２春 2

２春 2

研究 1～2通 4

修了に必要な単位数

必修 選択 計

20 10 2 12

57 47 2 49

77 57 4 61合計

・本課程研究科に２年以上在学すること。

・指導教員の指導下に修士論文を作成し、その審査及び最終試験に合格すること。

・履修方法

①基盤科目から６科目１２単位以上（必修科目５科目１０単位を含む）

②専門科目から１９科目４９単位以上（必修科目１８科目４７単位を含む）

　合計６１単位以上を修得すること。

区分 配当単位数
修了要件単位数

基盤科目

専門科目

修　了　要　件　及　び　履　修　方　法

助産診断技術学演習Ⅱ（産婦の助産診断とケア）

助産診断技術学演習Ⅲ（褥婦・新生児の助産診断とケア）

助産診断技術学演習Ⅳ（ハイリスク妊産褥婦・新生児の診断技術）

助産診断技術学演習Ⅴ（フィジカルイグザミネーション）

助産診断技術学演習Ⅵ（ヘルスプロモーション方法論）

助産診断技術学演習Ⅶ（次世代育成支援）

助産管理

助産学実習Ⅰ（正常症例助産ケア実習）

助産学実習Ⅱ（異常症例助産ケア実習）

助産学実習Ⅲ（助産ケア統合実習）

課題研究

助産診断技術学演習Ⅰ（妊婦の助産診断とケア）

地元創成看護学特論Ⅰ

保健医療福祉政策論Ⅰ

健康栄養特論Ⅰ

専
門
科
目

精神看護学特論Ⅰ

成人・老年看護学特論Ⅰ

地域看護学特論Ⅰ

看護教育学特論Ⅰ

看護教育学特論Ⅱ

母性・小児看護学特論Ⅰ

母性・小児看護学特論Ⅱ

専門演習

助産学特論Ⅰ（概論）

助産学特論Ⅱ（女性の解剖と機能・薬理）

助産学特論Ⅲ（母子・家族の心理と社会）

開講
年次

単位数

看護理論

看護倫理特論

コンサルテーション論

基
盤
科
目

科目
区分

授業科目の名称

看護研究方法論Ⅰ

看護研究方法論Ⅱ


